
川崎区「区の花」「区の木」の公募結果について 【資料１】

花
1 ニチニ
チソウ

2 ヒマワ
リ

3 アジサ
イ

4 アサガ
オ

5 ビオラ
６ その

他
未記入 計

１０歳未満 4 22 8 4 11 49

１０代 104 405 134 104 182 17 7 953

２０代 20 46 32 12 26 5 141

３０代 25 75 36 18 34 5 2 195

４０代 38 73 31 20 42 8 212

５０代 42 67 39 32 49 12 4 245

６０代 62 67 55 18 77 5 3 287

７０歳以上 51 97 53 37 45 5 7 295

未記入 19 38 13 15 19 3 3 110

365 890 401 260 485 60 26

14.70% 35.80% 16.10% 10.50% 19.50% 2.40% 1.00%

順位 4 1 3 5 2

木
1 ヤマボ

ウシ
2 イチョ

ウ
3 サルス

ベリ
4 コブシ

5 チョウ
ジュウロ
ウナシ

6 その他 未記入 計

１０歳未満 3 14 8 6 17 1 49

１０代 57 336 155 65 289 34 17 953

２０代 11 64 16 11 32 7 141

３０代 14 84 22 10 58 6 1 195

４０代 14 81 18 22 73 2 2 212

５０代 19 85 34 35 61 6 5 245

６０代 26 82 60 39 71 4 5 287

７０歳以上 16 78 88 48 44 4 17 295

未記入 4 45 24 17 13 7 110

164 869 425 253 658 64 54

6.60% 34.90% 17.10% 10.20% 26.40% 2.60% 2.20%

順位 5 1 3 4 2

１　区の花

２　区の木

計 2487

計 2487
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川崎区「区の花」「区の木」最終候補の選考について

Ｈ２３．１２．２度第４回川崎区「区の花」「区の木」選考委員会

【資料２】

２ 区の木

■「イチョウ」

・季節を通して成長過程が楽しめる

・情緒的・文学的な啓発につながる

・区内に多く植樹されており、稲毛神社のイチョウがまちの樹５０選となっていること
から身近なシンボルとして受け入れやすい

■「チョウジュウロウナシ」

・季節を通して成長過程が楽しめる

・情緒的・文学的な啓発につながる

・川崎区発祥の品種であり、区内でイベントが実施されるなど認知も高く、地域振興に
期待が持てる

■「サルスベリ」

・区内に多く植樹されており、なじみがある

・季節を通して成長過程が楽しめる

・幹が特徴的で、花色は紅・白と豊富で鮮やか

■「コブシ」

・区内に多く植樹されており、なじみがある

・季節を通して成長過程が楽しめる

・維持・管理がしやすく、街路樹等に適している

■「ヤマボウシ」

・日本原産。区内に多く植樹されており、なじみがある

・季節を通して成長過程が楽しめる

・花言葉は「友情」。友好のイメージが、川崎区に合っている

１ 区の花

■「ヒマワリ」

・学校教材として使われるなど、子ども達にもなじみがある

・明るく元気なイメージがあり、成長が著しい川崎区に合っている

・太陽光発電と関連付けられる

■「ビオラ」

・開花時期が冬から春にかけてであり、長期間楽しめる

・プランターや鉢でも育てられ、ベランダ緑化等に適している

・パンジーとビオラの一大生産地が市内にあるため、連携が図りやすい

・音楽のまちかわさきと関連付けられる

■「アジサイ」

・知名度が高く、多くの人がイメージできる

・花屋やホームセンター等で手軽に入手できる

・育成しやすく、地域緑化につながる（家庭・学校・公園等で育てられる）

■「ニチニチソウ」

・プランターや鉢でも育てられ、ベランダ緑化に適している

・花屋やホームセンター等で手軽に入手できる

・日々一歩ずつ進んでいくイメージが、成長し続ける川崎区に合っている

■「アサガオ」

・学校教材として使われるなど、子どもにもなじみがある

・緑のカーテンづくりの材料として適している

・プランターや鉢でも育てられ、ベランダ緑化等に適している

案１： １点を候補とする ／ 案２： 複数を候補とする

１ 最終候補の選考数

２ 最終候補の選考

３ 選考にあたって考慮した点



（案） 
平成２３年１２月  日 

 

川崎区長 

豊本 欽也 様 

 

川崎区｢区の花｣｢区の木｣選考委員会 
委員長 服部 勉 

 
 

川崎区「区の花」「区の木」最終候補の選考について（報告） 
 
  
 川崎区「区の花」「区の木」選考委員会では、区内の地域緑化の推進、区のイメージアップに

つながること等の視点に重きを置き、平成２３年７月から区民意見の抽出方法や区の花・区の木

の選考について審議してまいりました。 

広く区民からの意見を反映するため実施した区民公募では、公募手法に工夫を凝らした結果、

約２，５００人からの投票を得ることができました。 

この度、委員会での審議、公募の実施を経て、選考結果がまとまりましたので、下記のとおり

報告します。 
 

 

 
１ 最終候補 

 

(１) 区の花    

 

(２) 区の木 

 

２ 選考理由 

 

(１) 区の花 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 区の木 
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３ 選考にあたって考慮した点 

 「区の花」及び「区の木」の最終候補の選考にあたり、次のことについて考慮しましたので、

参考としてください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審議経過 

 

(１)  第１回選考委員会 （平成２３年７月１１日） 

（主な議題） ・委員長・副委員長の選出 

          ・川崎区「区の花」「区の木」の制定について 

          ・川崎区「区の花」「区の木」の選考について 

 

(２)  第２回選考委員会 （８月５日） 

（主な議題） ・川崎区「区の花」「区の木」の選考について 

          ・区民意見の抽出方法について 

 

(３)  第３回選考委員会 （８月３１日） 

（主な議題） ・川崎区「区の花」「区の木」の選考について 

          ・区民意見の抽出方法について 

 

(４)  区民公募 （９月２２日～１０月２１日） 

    

(５)  第４回選考委員会 （１２月２日） 

（主な議題） ・川崎区「区の花」「区の木」最終候補の選考について 

 

５ 委員名簿 

 

 
 

 
 
 
 

 氏名 推薦団体など  
１ 藍原 晃 川崎区連合町内会  

２ 板垣 浩祥 フローラかわさき  

３ 岩瀬 絹代 かわさきガーデナー  

４ 橋本 幾男 川崎市田島商店街連合会  

５ 服部 勉 東京農業大学地域環境科学部造園科学科 委員長 

６ 藤岡 玲子 海風の森を MAZU つくる会 副委員長 

７ 星川 孝宜 川崎区区民会議高齢者部会  

８ 星谷 芝宏 川崎区まちづくりクラブ  

９ 宮崎 とみ子 川崎区区民会議子ども部会  

10 鷲頭 多加志 川崎区区民会議環境部会  



  他都市の「花」「木」活用事例 
 

自治体名 川崎市 

花もしくは

木の種類 

【川崎市】市の木：つばき、市の花：つつじ  
【中原区】区の花：パンジー 

【高津区】区の木：うめ、区の花：すいせん 

【宮前区】区の木：サクラ、区の花：コスモス 

【多摩区】区の木：ナシ・ハナミズキ、区の花：モモ・スミレ 

川崎市 

 

 

 

 

 

 

中原区 

 

 

 

 

 

 

高津区 

 

 

 

宮前区 

 

 

 

 

 

デザイン 

多摩区 

 

 

 

 

 

 

 

活用例 

■マンホールの蓋のデザインとして活用（写真） 

■イメージキャラクターとして活用（画像） 

■封筒、広報紙、名刺への印刷 

■区の花植栽事業の実施 

■美化活動の一環として植栽 

■区内の公園や街路への植栽 

■記念植樹事業 

■種や苗の配布による植栽 
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▲（図書館のキャラクター） 

つばきくん、つばきちゃん 



自治体名 埼玉県さいたま市 

花もしくは

木の種類 
市の木：ケヤキ、市の花：サクラソウ、市の花木：サクラ  

活用例 ■マンホールの蓋のデザインとして活用 

＜汚水、合流ふたのデザイン＞                  ＜雨水ふたのデザイン＞ 

            
（上）ケヤキ、（左下）サクラソウ、（右下）サクラ    （上）サクラ、（左下）サクラソウ、（右下）ケヤキ 

 

 

自治体名 神奈川県座間市 

花もしくは

木の種類 
市の花：ひまわり 

活用例 ■観光資源として活用 

・1969年（昭和44年）に座間市の市花に制定されたヒマワリ。市内3ヶ所の休耕地を利用してひま

わりが植えられ、「ひまわり広場」として公開されている。 

・元は休耕地の荒廃を防ぐことなどを目的に1993年（平成5年）から始められたもの。1994年（平成

6年）には「かながわの花の名所100選」にも選ばれている。 

・座間市の夏の観光資源となっている。 

 

  
 

■市政40周年マスコットキャラクターとして活用 

“ざまりん”（2011.11.10制定） 

 

 

 

 



自治体名 栃木県 

花もしくは木

の種類 
県の木：トチノキ 

活用例 ■キャラクターとして県のイベントや魅力をPR 

・キャラクター「とちまるくん」。とちの実がなる頃生を受けた、とちの木の妖精という設定のキャラク

ター。 「スポレク“エコとちぎ”2011」の PR、栃木の魅力を全国にＰＲなどを行っている。 

 

 

 
 

 

自治体名 宮城県 

花もしくは

木の種類 
県の木：ケヤキ 

活用例 ■倒れたケヤキを木製吊り下げ名札として活用 

・地下鉄工事の支障木となり、やむを得ず伐採された街路樹のケヤキ（枝部分）を活用して木製

吊り下げ名札として活用している。 

・県内で開催されるシンポジウムを始め、各種イベント等に活用するなど，一般県民並びに来県

者へ県産材の有効利用の重要性を広くアピールしている。 

・また、希望者には、販売している。（１つ250円） 

 

  
 

 

 

 

 



川崎区｢区の花｣｢区の木｣制定までのスケジュール（案）

７月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

第１回委員会
７月１１日
（月）

【内容】
①委員長・副
委員長の選出
②「区の花」
「区の木」の
選考方針につ
いて

第２回委員会
８月５日
（金）

【内容】
①「区の花」
「区の木」の
選考について
②区民意見の
抽出方法につ
いて

第３回委員会
８月３１日
（水）

【内容】
①「区の花」
「区の木」の
選考について
②区民意見の
抽出方法につ
いて

第４回委員会
１２月上旬

【内容】
①最終候補の
選考

第１次候補
（公募）の報
告

最終候補を区
長へ報告

区役所

「区の花」「区
の木」の決定

ロゴのデザイ
ン等、制定に
向けた事務手
続き開始

「区の花」「区
の木」の制定

活用した取組
の開始

平成２３年

選考委員会

平成２４年

８月

公募
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